
令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名
受注者名
業務箇所 委託料
履行期間 成績評定点
完成年月日 推薦公所
管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員
調査員

この度は、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰を賜り誠に
ありがとうございます。
本業務にあたり、ご指導頂いた上北県⼟整備事務所の職員の皆
様、ご協力頂きました関係各位の皆様に心より感謝申し上げます。

今回の受賞を励みとして、更なる技術と品質向上に努め、地域
社会の発展に貢献できるよう、より一層の努力をして参ります。
今後とも、皆様のご指導ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願い

申し上げます。
代表取締役
相田 喜一郎

管理技術者
中村 ⻯司

本業務は、上北郡六ヶ所村大字倉内地内において、防雪柵設置に係る用地測量及び用地補償の算定を行う
ものである。
業務箇所は耕作地であり、業務遂行にあたっては地権者の承諾を得て作業するものであるが、地権者に対

する言動に十分注意し、トラブル等が生じないよう努めた。また、防雪柵計画位置が当初の境界と不一致し
ており、臨機応変に対応した結果、工事実施の目途がたった。
以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関

連業務に推薦するものである。

国道394号交通安全施設整備用地測量・調査業務委託

上北郡六ヶ所村大字倉内地内

中村 ⻯司

株式会社出雲

令和6年6月26⽇〜令和6年10月31⽇
令和6年10月23⽇

用地測量A=1.25ha、立竹木の調査及び算
定A=0.5千m2

7,205,000円
81点

藤村 康夫

桜庭 駿斗

⻘森県上北県⼟整備事務所

渡辺 葉月

業務数量概要図、一覧表

位置図業務位置図

作業写真 復元測量

作業写真 境界確認
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その他説明資料

推薦業務及び受注者の概要

業務名
受注者名

平成31年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰

以下の欠格要件について
■該当しない □該当する
• 受注者が⻘森県建設業者等指名停⽌要領に基づく指名停⽌⼜は⽂書注意を令和6年7月8⽇以降に受けた、または
受ける予定がある

• その他表彰にふさわしくない事象がある

令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
国道394号交通安全施設整備用地測量・調査業務委託
株式会社出雲

計画平面図

現地状況写真① 現地状況写真②

立竹木調査成果品
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令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名
受注者名
業務箇所 委託料
履行期間 成績評定点
完成年月日 推薦公所
管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員
調査員

このたびは、上北県⼟整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがとうございます。
本業務においては、上北県⼟整備事務所の調査職員の皆様より多大なるご指導・
ご支援を賜りましたこと、心より感謝申し上げます。
本業務では、施工ヤードが非常に狭小であり、通常の工法では対応が困難な状

況にありました。そのため、計画段階から施工性と経済性の両立を目指し、新技
術を含めた多様な工法を検討のうえ、狭隘地での施工が可能な基礎工法の選定と
施工計画の立案に注力いたしました。
このたび、優良業務としてご評価をいただきましたことは、私たちにとって大

きな喜びであり、今後の励みとなるものでございます。改めて厚く御礼申し上げ
ます。本表彰を糧に、今後も技術力の研鑽に努め、より一層地域社会の発展に寄
与できるよう精進してまいります。今後とも変わらぬご指導・ご鞭撻を賜ります
よう、何卒よろしくお願い申し上げます。

代表取締役
佐藤 富一

管理技術者
佐藤 推

本業務は、国道394号交通安全施設整備事業（⻄上川原工区）に伴い既設橋である八幡橋の側道橋を設置
するために必要となる設計書類の作成を目的とした業務である。
八幡橋が属する国道394号沿いには、多くの家屋が連坦しており、極力用地買収や支障物件の移設を抑え

る必要があり、施工ヤードも限られていた。また八幡橋は一級河川高瀬川水系作田川に架橋しており、側道
橋架橋時の仮設計画も河川条件等を考慮する必要もあったが、様々な条件をクリアした実現可能な設計計
画・施工計画を立案した。
以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術力を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部

優良建設関連業務に推薦するものである。

国道394号交通安全施設整備（八幡橋）橋梁詳細設計業務委託

上北郡七⼾町字

佐藤 推

エイト技術（株）

令和6年６月27⽇〜令和7年３月23⽇
令和7年３月19⽇

橋梁設計 N=1式
仮設構造物設計 N=1式

22,099,000円
83点

相馬 良璽

南 将之進

⻘森県上北県⼟整備事務所

堀内 俊雄
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図1 計画平面図
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その他説明資料

推薦業務及び受注者の概要

業務名
受注者名

平成31年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰

以下の欠格要件について
■該当しない □該当する
• 受注者が⻘森県建設業者等指名停⽌要領に基づく指名停⽌⼜は⽂書注意を令和6年7月8⽇以降に受けた、または
受ける予定がある

• その他表彰にふさわしくない事象がある

令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
国道394号交通安全施設整備（八幡橋）橋梁詳細設計業務委託
エイト技術（株）

八幡橋が属する一般国道394号沿いには、多くの家屋が連担している。特に作田川左岸側では橋
梁に近接した状態である（写真②､③）。また左岸側架橋位置付近では、施⼯に⽀障となる⽴⽊が
あり、伐採や移設は極⼒抑える必要がある※地権者要望（写真①）。

図3 八幡橋周辺の概要
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その他説明資料

橋の方向は河川と直角が基本であるが、直角とした場合、既設橋と離れることとなり、用地取得
や、施⼯時の問題も多い。また、歩道線形の連続性がなくなり、歩⾏者の動線が悪く、歩⾏者が道
路橋に混⼊するリスクがあるため、本計画では、既設橋と平⾏とすることにした。

図4 用地買収を極⼒少なくした側道橋配置計画検討表

図5 ⽴⽊の伐採を回避・借地を発生させない施⼯計画の検討（左岸側）
【施工概要図】 【施工フローチャート】

工事用道路造成

仮締切・ヤード造成

既設護岸撤去

土留鋼矢板打設(自立式)

基礎杭打設(回転杭)
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No.
5+1

4.0

No.
5+1

2.5
5

No.
5+1

7.7
5

DL＝17．00

As

計画河床 ▽18.08

施工ヤード20.000

500

21.000

鋼矢板Ⅲ型
L=10.000、N=25枚

650
(※)

回転杭施工機械
DHJ-45級

Q=25m3/s

非出水期 20.544 m（No.6）

河川内に施⼯ヤードを設ける計画とし、⺠地を施⼯ヤードとして使用することを回避した。
杭打機の運搬について、実現可能な運搬路を設定した。
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令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名
受注者名
業務箇所 委託料
履行期間 成績評定点
完成年月日 推薦公所
管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員
調査員

この度は上北県⼟整備事務所⻑表彰を賜りまして、誠にありがと
うございます。本業務を遂行するうえで、ご指導頂きました上北県
⼟整備事務所の関係職員の皆様、並びにご協力頂きました関係各位
に心より感謝申し上げます。
本業務は点検支援技術である「全方向衝突回避センサーを有する

小型ドローン技術」を採用して定期点検を実施したものであり、そ
の成果が評価されたことに対し、大変光栄に思っております。
今回の栄誉を励みとし、更なる技術の向上に努め、より一層地域

社会に貢献できるように精進して参りたいと思いますので、今後と
もご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。 代表取締役

⼾來 敏夫
管理技術者
石橋 博則

本業務は、上北県⼟整備事務所が管理する橋梁のうち、４１橋（Ａグループ橋梁１６橋，Ｂグループ橋梁
２５橋）の橋梁について、橋梁の劣化・損傷の状況を把握し、橋梁の構造安全性の確保、交通安全性の確保
及び第三者被害の防止を図ることを目的としたものである。
点検を実施するにあたり、車道橋の両側に側道橋が設けられいる橋梁について、橋梁点検車での近接目視

は困難であることから、点検支援技術である「全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術」を提案、
採用し、点検作業のコスト削減、点検日数削減、効率性や安全性の向上を図った。
以上、「特筆すべき技術提案があったもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に

推薦するものである。

国道２７９号外橋梁定期点検業務委託

上北郡野辺地町字鳴沢外地内

石橋 博則

南部シビルコンサルタンツ株式会社

令和6年7月3日〜令和7年2月28日
令和7年2月28日

橋梁定期点検業務 N=1式

18,051,000円
83点

相馬 良璽

山﨑 大智

⻘森県上北県⼟整備事務所

堀内 俊雄

写真 小型ドローンを使用しての橋梁点検状況

9

県⼟整備事務所⻑表彰



その他説明資料

推薦業務及び受注者の概要

業務名
受注者名

平成31年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰

以下の欠格要件について
■該当しない □該当する
• 受注者が⻘森県建設業者等指名停止要領に基づく指名停止⼜は⽂書注意を令和6年7月8日以降に受けた、または
受ける予定がある

• その他表彰にふさわしくない事象がある

令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
国道２７９号外橋梁定期点検業務委託

南部シビルコンサルタンツ株式会社

複数の新技術がある中で、上表のとおり、⽐較検討を⾏い、鳴沢橋の点検に最も適した支援技術
を提案し、採用した。

新技術等の活用⽐較検討表
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令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名
受注者名
業務箇所 委託料
履行期間 成績評定点
完成年月日 推薦公所
管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員
調査員

本業務では、下北半島縦貫道路の事業進捗と環境保全の両立を図
ることを目的とし、特に、周辺に生息する猛禽類の保全に配慮しま
した。猛禽類の生息には、営巣地から工事箇所の離隔や、工事箇所
の見え方が重要であるとされ、これらの点に注意した現地調査及び、
工事影響の客観的な予測評価を行いました。業務の実施中は、弊社
のスローガンである「人と地球の未来のために」を常に念頭に置い
ておりました。道路事業の進捗と環境保全の両立に貢献できたこと
は、喜びであり誇りとなりました。この度は、貴重な賞を頂け、誠
に光栄であります。今後とも精進を忘れず、⻘森県内の各種事業の
進捗と環境保全に貢献して参ります。 東北支店 支店⻑

小澤宏二
管理技術者
菅野宗武

本業務は、下北半島縦貫道路において横浜南バイパスの希少猛禽類（オオタカ、ハイタカ）の工事中のモ
ニタリング調査、横浜北バイパスの繁殖期の猛禽類調査を実施し、調査結果をとりまとめ、影響の予測評価
等を行ったものである。
本業務は毎年度、継続して調査を実施している業務であり、現地調査や専門家のヒアリングを反映し、的

確な提案及び報告書取りまとめを実施し、「委託業務成績評定点が特に優れているもの」に該当することか
ら、⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務に推薦するものである。

国道279号道路改良道路環境調査業務委託

上北郡横浜町字林ノ後外地内

菅野 宗武

いであ（株）

令和6年3月14日〜令和7年1月31日
令和7年1月31日

猛禽類調査 1式

13,396,523円
84点

内海 達也

佐々木 秀治

⻘森県上北県⼟整備事務所

⻑瀬 雄二

敏感度*1*4

一般的なハチクマの
繁殖サイクル*4

敏感度*2*4

敏感度*1*4

一般的なハイタカの
繁殖サイクル*4

敏感度*2*4

敏感度*1*3

一般的なオオタカの
繁殖サイクル*3

敏感度*2*3

敏感度*1*4

一般的なノスリの
繁殖サイクル*4

敏感度*2*4

注）
*1　繁殖の開始が早い場合の敏感度
*2　繁殖の開始が遅い場合の敏感度
*3　環境省自然環境局野生生物課（2012）猛禽類保護の進め方（改訂版）－特にイヌワシ、クマタカ、オオタカについて－．
*4　前橋営林局編（1998）オオタカの営巣地における森林施業　生息環境の管理と間伐等における対応,社団法人日本林業技術協会．

R6年 R7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

中 小 無

ハチクマ

小 大 極大 大

小 無無 小 大 極大 大 中

ハイタカ

大 極大 大 中 中 大

大 極大 大 中 小 中

小

オオタカ

極大 大 中 小 大

大 極大 大 中 小 中

中

ノスリ

極大 大 中 小 大

大 極大 大 中 小 中

中

造
巣
期

巣内
育雛
期

巣外
育雛
期

非 繁 殖 期
求
愛
期

造巣
期

抱
卵
期

国内

移動期

求愛・

造巣期

抱
卵
期

巣内
育雛
期

非 繁 殖 期
巣外
育雛
期

求愛・

造巣期

造
巣
期

抱
卵
期

巣内
育雛期

巣外
育雛期 非 繁 殖 期

求
愛
期

造巣

期

抱卵期
巣内

育雛期

巣外

育雛期

求愛・

造巣期
非繁殖期

抱
卵
期

巣内
育雛
期

巣外

育雛

期

非繁殖期
（東南アジア）

渡りの
時期

求愛
造巣
期

渡りの
時期

非

繁

殖

期

猛禽類行動圏調査 営巣利用確認調査

巣で巣立った幼鳥（ハイタカ）餌を運ぶノスリ

11

県⼟整備事務所⻑表彰



その他説明資料

推薦業務及び受注者の概要

業務名
受注者名

平成31年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰

以下の欠格要件について
■該当しない □該当する
• 受注者が⻘森県建設業者等指名停止要領に基づく指名停止⼜は⽂書注意を令和6年7月8日以降に受けた、または
受ける予定がある

• その他表彰にふさわしくない事象がある

令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
国道279号道路改良道路環境調査業務委託
いであ（株）

令和６年度における猛禽類の繁殖状況（横浜南）

学識者ヒアリングの結果（横浜南）

令和６年度における猛禽類の繁殖状況（横浜北）

学識者ヒアリングの結果（横浜北）

令和６年度繁殖状況と工事の関係
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令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名
受注者名
業務箇所 委託料
履行期間 成績評定点
完成年月日 推薦公所
管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員
調査員

この度は、⻘森県上北県⼟整備事務所⻑表彰の栄誉を賜り、誠に
ありがとうございます。今回の業務遂行にあたり、ご指導いただき
ました調査職員の皆様及び関係者の皆様に感謝申し上げます。
本業務は、他に事例の少ない⻘森県内初の業務となります。調査

内容についてエビデンスと横並び評価のため、独自の調査票を基に
とりまとめを行い、抽出した対象渓流について、階層分析法を用い
た優先度の検討を提案させていただきました。
今後も技術の研鑽に励み、地域社会の安全・安心に貢献できるよ

う努めてまいります。引き続き、ご指導・ご鞭撻賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。 代表取締役社⻑

⻄村 達也
管理技術者
吉田 圭佐

本業務は、上北管内における⼟石流対策のうち、無流水渓流の特徴を有した小規模渓流の効果的・効率的な
対策を推進するため、「無流水渓流対策に係る技術的留意事項(試行案)令和4年３月」に基づき、無流水渓流
対策の検討を行うものである。既存資料及び現地踏査の結果、対象渓流は7渓流となった。この7渓流のうち、
事業優先度を選定するため、評価尺度の異なる指標を評価する手法として階層分析法（AHP）を用いて、優先
度の検討（基礎点×重み）を行い、事業箇所を決定した。
以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関連

業務に推薦するものである。

高瀬川圏域総合流域防災砂防（無流水渓流対策）設計業務委託

十和田市大字法量外地内

吉田 圭佐

株式会社建設技術研究所

令和6年4月23日〜令和7年3月25日
令和7年3月21日

無流水渓流対策検討 N=1式

12,177,000円
83点

前田 昇

須藤 直也

⻘森県上北県⼟整備事務所

成田 智洋

無流水渓流候補28箇所

下六ケ所沢（構造物）

日向沢1号沢（隣接が水路）

選定フロー

事業箇所選定結果表7箇所
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その他説明資料

推薦業務及び受注者の概要

業務名
受注者名

平成31年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰

以下の欠格要件について
■該当しない □該当する
• 受注者が⻘森県建設業者等指名停止要領に基づく指名停止⼜は⽂書注意を令和6年7月8日以降に受けた、または
受ける予定がある

• その他表彰にふさわしくない事象がある

令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
高瀬川圏域総合流域防災砂防（無流水渓流対策）設計業務委託
株式会社建設技術研究所

1.無流水渓流候補の机上抽出
①⼟砂災害特別警戒区域に指定
②流域面積が0.05km2以下
③基準点勾配が10°以上
④整備済み渓流でない（整備率100％未満）

2.無流水渓流対策の事業可能箇所選定
・前述候補の28箇所について、現地調査を実施し、常時流水の判定、施工性の判定、⼟地利用状況等の
確認を行い、事業可能箇所を7箇所選定した。

現地調査結果とりまとめの例

3.総合検討（優先度検討）
・事業可能箇所7箇所について、優先度を検討した。検討方法は、人家⼾数や公共的建物数を定量的に点数
化したものに、階層分析法（AHP）による重みの評価を乗じた合計点で優先度を決定した。AHPは評価尺
度の異なる指標を評価する手法で、本業務では受注者の業務関係者が参加するアンケート方式により、各
評価項目の重みを決定した。これにより、合理的に事業優先度を決定することができた。

基

礎
点

重

み

基

礎

点

×

重
み

基

礎
点

重

み

基

礎

点

×

重
み

基

礎
点

重

み

基

礎

点

×

重
み

基

礎
点

重
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重

み

基

礎

点

×

重
み

1 中赤伏沢 0 0.347 0.000 3 0.242 0.726 0 0.215 0.000 0 0.146 0.000 4 0.050 0.200 0.926 4 〇

2 東赤伏沢 0 0.347 0.000 3 0.242 0.726 0 0.215 0.000 0 0.146 0.000 3 0.050 0.150 0.876 5 〇

3 川原沢 0 0.347 0.000 1 0.242 0.242 0 0.215 0.000 0 0.146 0.000 5 0.050 0.250 0.492 6

4 子ノ口沢 5 0.347 1.735 1 0.242 0.242 0 0.215 0.000 5 0.146 0.730 5 0.050 0.250 2.957 2

5 下焼山温泉沢 5 0.347 1.735 3 0.242 0.726 0 0.215 0.000 5 0.146 0.730 3 0.050 0.150 3.341 1 〇

6 下六ケ所沢 0 0.347 0.000 5 0.242 1.210 0 0.215 0.000 5 0.146 0.730 1 0.050 0.050 1.990 3 〇

7 坂ノ下東 0 0.347 0.000 0 0.242 0.000 0 0.215 0.000 0 0.146 0.000 2 0.050 0.100 0.100 7

【参考】

県DB

要対策

箇所

優先

順位
No. 渓流名

公共的建物、

災害弱者関連施設

数

人家戸数 避難所数
第1次緊急輸送道路

の有無
侵食可能土砂量

合計点
（重み考慮）

施

設

数

基

礎

点

戸

数

基

礎

点

箇

所

数

基

礎

点

有

無

基

礎

点

土

砂

量

基

礎

点

1 中赤伏沢 206-Ⅰ-1 0 0 21 3 0 0 0 0 640 4 7

2 東赤伏沢 206-Ⅰ-2 0 0 16 3 0 0 0 0 500 3 6

3 川原沢 206-Ⅱ-2 0 0 1 1 0 0 0 0 1,460 5 6

4 子ノ口沢 404-Ⅰ-11 3 5 2 1 0 0 1 5 1,120 5 16

5 下焼山温泉沢 404-Ⅰ-19 6 5 18 3 0 0 1 5 460 3 16

6 下六ケ所沢 411-Ⅰ-4-2 0 0 119 5 0 0 1 5 81 1 11

7 坂ノ下東 405-Ⅲ-8 0 0 0 0 0 0 0 0 130 2 2

第1次緊急輸送道路の

有無
侵食可能土砂量(m3)

合計点
（重み考慮なし）

避難所数

No. 渓流名 渓流番号

公共的建物、

災害弱者関連施設数
人家戸数

重みを考慮した評価結果基礎点の評価結果 14



令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名
受注者名
業務箇所 委託料
履行期間 成績評定点
完成年月日 推薦公所
管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員
調査員

このたびは、「上北県⼟整備事務所⻑表彰」の栄誉を賜り、誠にあり
がとうございます。ご指導を賜りました上北県⼟整備事務所の調査職員
並びに関係職員の皆様に心より感謝申し上げます。
本業務は、一般県道泊陸奥横浜停車場線の道路改良に必要となる地盤

情報を得るため、地質調査（ボーリング、標準貫入試験、弾性波探査）
を行ったものです。
冬期における山岳地帯の現場作業で工期がひっ迫する中、現場作業工

程の短縮を図るとともに安全管理を徹底し、無事故で現場作業を終え、
履行期間内に業務を完了させることができました。
本日の表彰を糧に、今後も技術力・品質向上に努め「安全安心で活力

ある地域社会づくり」の一助となれるように今後も努力して参ります。
引き続きのご指導ご鞭撻を賜ります様宜しくお願い申し上げます。

代表取締役社⻑
佐藤 和昭

管理技術者
浅瀬石 徳樹

本業務は、一般県道泊陸奥横浜停車場線（冬期閉鎖路線）を通年通行可能なバイパスとして整備するために
必要となる地盤情報を得るため、機械ボーリング、標準貫入試験、弾性波探査等を行い、それらの調査結果か
ら切⼟部、盛⼟部、擁壁部、地すべり部ごとに推定地質断面図の作成、⼟質定数を設定し、設計・施工の基礎
資料として取りまとめたものである。本業務箇所は、下北半島中央部の吹越烏帽子山地（国有林）に位置し、
作業許可手続きや積雪、天候不良等の厳しい自然条件による工程のひっ迫が予想された。このため、工程を早
めるための工夫を実施するとともに品質の向上に努め、履行期間内に業務を完了させた。
以上、「難易度が高い業務に対し優れた技術力を発揮したもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優

良建設関連業務に推薦するものである。

泊陸奥横浜停車場線道路改良地質調査業務委託

上北郡六ヶ所村大字泊地内

浅瀬石 徳樹

株式会社キタコン

令和6年6月20日〜令和7年3月28日
令和7年3月28日

機械ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ17孔（L=194m）、弾性波探
査6測線（L=280m）、解析等調査1式

39,127,000円
83点

相馬 良璽

板橋 清人

⻘森県上北県⼟整備事務所

石澤 徹

傾斜地足場(BR.15) モノレール運搬(BR.16)特装車運搬(BR.14) 弾性波探査測定状況
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その他説明資料

推薦業務及び受注者の概要

業務名
受注者名

平成31年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰

以下の欠格要件について
■該当しない □該当する
• 受注者が⻘森県建設業者等指名停止要領に基づく指名停止⼜は⽂書注意を令和6年7月8日以降に受けた、または
受ける予定がある

• その他表彰にふさわしくない事象がある

令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
泊陸奥横浜停車場線道路改良地質調査業務委託
株式会社キタコン

2.調査方針の作成による品質の確保
・各種構造物の掘り止め条件、弾性波探査の延⻑、軟弱層が分布している場合のサンプリング・室内⼟質試
験の実施等を『調査方針』として整理し、発注者、設計会社、調査会社の三者でその内容を確認、共有す
ることで、品質を確保するとともに調査の手戻りを防止した

NO.63+10.000

GH=110.98

FH=107.900

2750 2750

870630750 5500 750630870

1500 7000 1500

4.000% 4.000%

1:1.0

1:
1.
0

1:
1.
0

1500

BR.7

22
.
11

4
7.

01

ボーリング地点より約230m離れた
所にある河床の深さ(想定)を参考
に掘削延長を設定

地すべり横断方向で地すべり境界
位置の地形等高線読み取りから、
すべり面を20m程度の深さと想定

2.
00

※大きな地すべりブロックで河床レ
ベルまでの調査を行う(想定される
すべり面の最大深さまで確認)のは
初期調査の段階では不要と考える

DL=110.00

※今回の調査では計画路面下2m及び
想定すべり面を満足する深度22m
程度の掘削を目安とする NO.15+10.000

GH=52.88

FH=50.300

2750 2750

500630750 5500 750630870

1130 7000 1500

2.000% 2.000%

1:
1.
5

1:
1.
0

1:
1.
0

1500

BR.2

1
1
.
6
6

2
.
0
0

30.00
弾性波探査 センターから30m

5
.
3
0

45.00

弾性波探査(変更案) 45m

1.山岳地帯における冬期の現場管理
・複数班が同時に稼働できるための工夫（１本のモノレールに牽引車を２台設置、牽引車の待避場所を設
置）により、最大４台のボーリングマシンを同時稼働させ、工程短縮を実現した

・安全管理（KY活動、ヒヤリハットの事例を全作業員に周知、吹雪等による視界不良を防止するため道路
沿いにポール、コーンを設置）を徹底し、事故防止に努めた

牽引車待避場所の設置状況 ＫＹ活動状況(ボーリング班)牽引車待避場所位置図

3.地すべり地についての考察を実施
・調査範囲終点部に存在する地すべり地について⽂献調査及び現地踏査、ボーリングコアの観察結果から、
現時点で地すべり活動は認められないものの、設計・施工時に地すべりを誘発させないような配慮や、施
工中の地すべりの兆候や発生についての留意点を取りまとめた

測線名
センターから

左側の測線⻑(m)
※追加提案

センターから
右側の測線⻑(m)
※設計者提案

合 計
測線⻑(m)
※変更案

15+10 15 30 45
50 10 30 40
55 10 40 50
58 10 30 40
78 10 30 40

91+10 15 50 65
合 計 70 210 280

弾性波探査の調査方針(図) 弾性波探査の調査方針(表)地すべり調査の調査方針

山地災害危険地区位置図 現地踏査結果地すべり地形分布図

今回調査範囲
今回調査範囲

牽引車
待避場所

本線

起点

終点
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令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

写真・図面等

推薦理由

業務の概要

業務名
受注者名
業務箇所 委託料
履行期間 成績評定点
完成年月日 推薦公所
管理技術者 総括調査員

業務概要
主任調査員
調査員

この度は、上北県⼟整備事務所⻑表彰の栄誉を賜り感謝申し上げます。
受賞にあたり、ご指導をいただきました調査職員及び関係各位の皆様に
は心から御礼申し上げます。
本業務では個人情報取扱いへの取組みやアンケート回収率を上昇させ

るために行った海外在住者や住所不明者に対しての対策を評価して頂き
光栄に存じます。
今回の受賞を励みとして、更なる技術研磨・品質の向上に努め、

安全・安心な地域社会の発展に貢献出来るように努めてまいります。
今後とも、皆様方のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 代表取締役
平 哲郎

管理技術者
木村 和則

本業務は、三沢七⼾線道路改良工事に伴い、発注者が指定する被相続人の相続関係人に対し、書面にて意
向調査を実施し、用地確保を目的とするものである。
業務遂行にあたっては、電話や訪問による対応のほか、封筒に管理番号を記入し問合せに対して迅速に回

答した。また海外在住者には国際スピード便を利用し追跡確認を行い、確実に権利調査ができるよう工夫し
た。その結果回収率は目標の８割を達成した。守秘義務として、指紋認証の情報管理室で情報管理を行った。
以上、「その他、他の模範となると認められるもの」に該当することから、⻘森県県⼟整備部優良建設関

連業務に推薦するものである。

三沢七⼾線道路改良用地調査（意向調査）業務委託

三沢市春日台地内

木村 和則

株式会社⻘秋

令和6年11月6日〜令和7年3月15日
令和7年3月14日

補償説明アンケート調査等N=739人、追
跡調査N=32人、用材林再算定N=1業務

17,721,000円
82点

藤村 康夫

桜庭 駿斗

⻘森県上北県⼟整備事務所

渡辺 葉月

±0

+1

±0

+2

+32

打合せ協議 業務 1 1
業務着手前
中間2回

成果品納入時
打合せ協議

工種・種別 単位
当初
数量

変更
数量

摘要細別 増減

補償説明
アンケート調査等

人 1 1サンプル作成

再算定業務 業務 - 1 平坦地用材林再算定

用地測量 人 - 32権利者確認調査（追跡）

人 737 739郵送・回収

三沢七⼾線（道路状況の確認） 事業認可のお知らせ看板

位置図

業務項目一覧表
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その他説明資料

推薦業務及び受注者の概要

業務名
受注者名

平成31年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰

以下の欠格要件について
■該当しない □該当する
• 受注者が⻘森県建設業者等指名停止要領に基づく指名停止⼜は⽂書注意を令和6年7月8日以降に受けた、または
受ける予定がある

• その他表彰にふさわしくない事象がある

令和７年度 ⻘森県県⼟整備部優良建設関連業務表彰
三沢七⼾線道路改良用地調査（意向調査）業務委託
株式会社⻘秋

アンケート票作成

確認書 補償内訳表

回収率 80.5％
（595名／739名）

宛名ラベル（管理番号）

国際スピード郵便 EMS（Express Mail Service）

情報管理室（指紋認証）
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